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の
り
子
の
週
刊
日
誌
（
主
な
も
の
） 

１
２
月
２
１
日 

市
駅
前
・
宇
治
交
差
点
朝
宣
伝
、
予
算
要
望
提
出
、
地
域 

訪
問
、
会
議
、
懇
親
会 

 
 

 
２
２
日 

な
ん
で
も
相
談
村
、
会
議
、
パ
ー
ム
前
宣
伝
、
懇
親
会 

 
 

 

２
３
日 

会
議
、
Ｊ
Ｒ
前
宣
伝
、
コ
ン
サ
ー
ト 

 

 
 

 

２
４
日 
地
域
訪
問
、
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
宣
伝
、
懇
親
会 

 
 

 

２
５
日 
善
明
寺
メ
ガ
計
画
予
定
地
視
察 

 

 
 

 

２
６
日 

生
活
相
談
、
世
話
人
会
、
庁
内
訪
問
、
坂
口
ゼ
ミ 

 

 
 

 

２
７
日 

市
駅
前
事
務
所
無
料
生
活
相
談
、
健
診
、
集
会 

  

  

先
日
、
厚
生
委
員
会
の
視

察
で
、
今
年
の
４
月
に
雄
湊

小
学
校
跡
地
に
開
校
し
た
東

京
医
療
保
健
大
学
、
和
歌
山

看
護
学
部
を
訪
ね
ま
し
た
。 

  

現
在
、
医
療
の
水
準
が
高

く
な
り
、
ま
た
、
複
雑
化
す

る
中
で
よ
り
専
門
性
の
高
い

人
材
の
育
成
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
４
年
制

の
大
学
の
必
要
性
が
高
ま
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。
多
く
の

若
者
が
希
望
を
持
っ
て
学
ん

で
い
ま
す
。
私
た
ち
も
、
こ

う
し
た
若
者
が
安
心
し
て

学
び
、
将
来
に
展
望
の
持

て
る
社
会
を
作
ら
な
け
れ

ば
と
決
意
を
新
た
に
し
ま

し
た
。 

 

ま
た
、
国
が
推
し
進
め
て

い
る
地
域
医
療
構
想
で

は
、
入
院
ベ
ッ
ド
数
が
減

ら
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
で
は
、
患
者
が

必
要
な
医
療
を
受
け
ら
れ

な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。 

  

余
談
で
す
が
、
今
年
こ

そ
の
入
学
者
数
は
、
約
１

０
０
名
。
そ
の
内
、
約
半

数
が
市
内
か
ら
の
入
学
で

す
。
若
者
が
県
外
へ
出
て

行
く
の
は
、
一
定
抑
え
ら

れ
た
よ
う
で
す
が
、
ま
ち

な
か
の
賑
わ
い
に
繋
が
る

か
は
、
ま
だ
ま
だ
不
透
明

で
す
。 

 

ア
ベ
政
権
は
沖
縄
の
辺
野
古

沿
岸
部
へ
の
土
砂
投
入
を
開
始

し
ま
し
た
。
そ
も
そ
も
埋
め
立

て
の
法
的
根
拠
も
な
い
の
で

す
。
新
基
地
を
め
ぐ
っ
て
８
月

に
急
逝
し
た
翁
長
雄
志
前
知
事

の
遺
志
を
継
ぎ
辺
野
古
沿
岸
部

の
埋
め
立
て
承
認
を
撤
回
し
、

工
事
は
法
的
根
拠
を
失
っ
て
止

ま
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
防

衛
省
沖
縄
防
衛
局
は
行
政
不
服

審
査
法
を
悪
用
し
、
県
の
承
認

撤
回
に
対
す
る
審
査
請
求
と
そ

の
採
決
ま
で
の
執
行
停
止
の
申

し
立
て
を
国
交
省
に
行
い
、
そ

の
決
定
を
受
け
沖
縄
防
衛
局
は

工
事
再
開
の
暴
挙
で
す
。
行
政

不
服
審
査
法
は
国
民
の
救
済
を

目
的
と
し
た
法
律
で
あ
り
、
国

の
機
関
に
適
用
さ
れ
な
い
事
は

明
記
さ
れ
て
お
り
、
暴
挙
は
違

法
・
無
効
で
す
。
さ
ら
に
２
０

１
３
年
当
時
の
仲
井
真
弘
多
知

事
が
埋
め
立
て
承
認
の
条
件
に

し
た
「
留
意
事
故
」
に
さ
え
、
「
工

事
の
実
施
設
計
や
環
境
保
全
は
県

と
協
議
」
と
か
、
「
土
砂
採
取
計
画

は
知
事
の
承
認
を
受
け
る
」
さ
え
無

視
し
て
い
ま
す
。 

 

法
治
国
家
で
は
あ
り
え
な
い
大

暴
挙
を
犯
す
の
が
ア
ベ
政
権
で
す
。

軟
弱
地
盤
の
破
壊
や
新
基
地
完
成

に
は
最
低
１
３
年
、
２
兆
５
５
０
０

億
円
も
要
す
る
な
ど
県
の
指
摘
に

反
論
も
で
き
な
い
恥
ず
か
し
い
首

相
で
す
。
口
を
開
け
ば
「
沖
縄
に
寄

り
添
う
」
と
言
い
ま
す
が
、
寄
り
添

わ
れ
た
人
は
腹
が
立
つ
で
し
ょ
う
。 

 

で
す
か
ら
世
論
調
査
を
紹
介
し

ま
す
。
１
４
日
の
土
砂
投
入
直
後
の

「
読
売
」「
毎
日
」「
共
同
通
信
」
の

全
国
世
論
調
査
で
土
砂
投
入
は
「
反

対
」「
支
持
し
な
い
」
が
「
賛
成
」「
支

持
す
る
」
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま

す
。
「
毎
日
」
で
は
「
反
対
」
が
５

６
％
で
「
賛
成
」
２
７
％
の
２
倍
で

す
。
１
５
日
の
日
刊
赤
旗
の
見
出
し

「
美
ら
海
壊
し
怒
り
の
火
に
油
」
は

圧
巻
で
し
た
。（
編
集
室
） 

 

１
２
月
定
例
会
が
終
わ
り
ま
し

た
。
議
案
は
台
風
２
４
号
等
に
よ
る

災
害
や
農
業
被
害
対
策
、
小
型
ロ
ケ

ッ
ト
射
場
建
設
支
援
、
リ
ハ
ビ
リ
系

大
学
の
施
設
整
備
支
援
な
ど
一
般

会
計
で
総
額
５
８
億
円
余
要
す
る

こ
と
や
台
風
２
１
号
に
よ
る
和
歌

山
下
津
港
の
ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー

ン
の
撤
去
・
更
新
な
ど
約
１
２
億
円

の
計
上
に
つ
い
て
で
す
。 

ま
た
１
１
の
条
例
や
指
定
管
理

者
の
指
定
に
関
す
る
議
案
な
ど
４

２
項
目
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
共
産
党
県
議
団
は
知
事

や
副
知
事
（
議
員
も
含
む
）
の
期
末

手
当
支
給
割
合
の
引
き
上
げ
と
市

町
村
負
担
金
に
つ
い
て
は
反
対
し
他
は

賛
成
し
ま
し
た
。
昨
年
度
の
決
算
の
認

定
に
つ
い
て
は
雑
賀
団
長
が
反
対
討
論

を
行
い
ま
し
た
。
県
財
政
の
投
資
的
経

費
は
全
国
平
均
１
５
．
５
％
に
対
し
て

和
歌
山
県
は
２
０
．
３
％
、
民
生
費
は

全
国
平
均
１
６
．
３
％
に
対
し
て
県
は

１
４
、
２
％
と
下
回
っ
て
い
る
こ
と
を

指
摘
し
ま
し
た
。
福
祉
重
視
の
県
政
に

な
っ
て
い
な
い
こ
と
が
決
算
で
も
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。 

み
な
さ
ん
の
暮
ら
し
の
願
い
を
来
年

の
予
算
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
残
り
の

時
間
、
精
一
杯
頑
張
る
と
と
も
に
次
期

再
選
に
向
け
て
パ
ワ
ー
全
開
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 

（
奥
村
の
り
子
） 

 

  

質問する奥村です 

左記の「坂口ゼミ」とは 

安倍政権の横暴許さない！

でも共産党はどんな社会を目

指しているの？こんな疑問を

みんなで話し合い、おしゃべ

りをしながら、時折の脱線 

もしますが、先月から開催し

ています。一度のぞいてみて

ください。 

 １２月２６日 午後６時 

市駅前奥村生活相談所 

 

 

 

 

 

医療系大学のいろんな部署も訪問 

しました 


